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損
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★
訓
三
さ
ん
へ

　お
互
い
牛
が
好
き
で
一
泊
の
旅
行
と
は

な
ら
な
い
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に

出
か
け
ま
し
ょ
う
。

★
克
江
さ
ん
へ

　お
互
い
元
気
で
い
る
こ
と
が
一
番
。

　こ
れ
か
ら
も
身
体
に
気
を
つ
け
て
。

水
稲 

６
ヘ
ク
タ
ー
ル

牧
草 

１
ヘ
ク
タ
ー
ル

栽
培
面
積

繁
殖
和
牛 

６
頭

飼
養
頭
数

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-262-4711
082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107

名　　称 電話番号

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

名　　称 電話番号NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

●
毎
週
水
曜
日
発
行

　年
間
購
読
料 

4
6
8
0
円

お
申
し
込
み
は
N
O
S
A
I
広
島
へ

庄
原
市
西
城
町
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

田
平 

訓
三
さ
ん
（
68
）

た

ひ
ら

く
ん
そ
う

　
　

 

克
江
さ
ん
（
67
）

か
つ

え

（
中
央
上
）兄
妹
で
呉
市
の
無
形
文
化
財「
音
戸
の
舟
歌
」を
習
っ
て
い
る
呉
市

音
戸
町
の
佐
藤
和
之
心
く
ん（
６
）と
、こ
う
め
ち
ゃ
ん（
４
）。昨
年

の
発
表
会
で
は
初
め
て
兄
妹
共
演
を
果
た
し
、大
き
な
声
で
練
習

の
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
優
し
い
、思
い
や
り
の
あ

る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」と
両
親
は
話
し
て
い
ま
す
。

（
中
央
下
）広
島
市
東
区
の
飯
田
和
浩
さ
ん（
34
）。両
親
と
共
に
ハ
ウ
ス
６
棟

と
露
地
で
、伝
統
野
菜「
矢
賀
ち
し
ゃ
」「
矢
賀
う
り
」の
ほ
か
、特
別

栽
培
認
定
の
コ
マ
ツ
ナ・ミ
ズ
ナ・ト
マ
ト・キ
ュ
ウ
リ
な
ど
少
量
多

品
目
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
広
島
矢
賀
地
区
の
伝
統
野
菜

を
作
り
、農
業
に
励
み
た
い
」と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。表
紙

写
真
は
、矢
賀
ち
し
ゃ
の
種
採
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
農
家
に
学
び
、
農
家
へ
返
す
」

を
基
本
と
す
る
農
業
共
済
新
聞
。

営
農
と
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

か
ず 

の 

し
ん

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、

Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に
本
店

を
置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
８
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
の
解
答
欄
が
重
複
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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損害評価の流れ

加入方式ごとに被害割合を超える減収が見込まれる場合は、
収穫前に被害申告してください。

1.被害申告

損害評価員３名を標準とした班を編成し、検見または実測の
方法で悉皆調査します。

悉皆調査班の均衡を図るため、無作為に調査耕地を抽出し、
実測します。

2.悉皆調査（被害申告のあった全てのほ場を調査します）
しっ かい

3.抜取調査

損害評価の終了後、損害評価会で調査結果を審議し、共済減収量
（損害評価高）を決定します。

4.損害評価会

農林統計資料などにより審査・検討し、損害評価高が認定されます。

5.県・国への損害評価高の報告

損害評価高認定後、対象農家の皆さまに共済金をお支払いします。
※対象とならなかった方にも通知をいたします。

6.共済金の支払

　ま
も
な
く
稲
の
収
穫
時
期
を
迎
え
ま

す
。
ほ
場
を
よ
く
見
回
り
、
被
害
が
な
い

か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
収
穫
期
に
合

わ
せ
て
損
害
評
価
を
行
う
た
め
、
左
下
表

の
「
被
害
申
告
の
目
安
」
を
参
考
に
、
加

入
方
式
ご
と
の
被
害
割
合
を
超
え
る
減
収

が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
被
害
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　損
害
評
価
の
日
程
や
申
告
の
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
各
支
所
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

① 

早
め
の
被
害
申
告
を

　
支
所
ご
と
に
、
お
知
ら
せ
す
る
評
価
日

程
で
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
。
刈
り
取
り

前
の
評
価
日
に
合
わ
せ
て
、
期
日
ま
で
に

被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
刈
り
取
り
後
の
損
害
評
価
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
刈
り
取
り
前
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

② 

対
象
と
な
る
災
害
（
共
済
事
故
）

　
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
な
ど
の
気
象
上

の
原
因
に
よ
る
災
害
、
火
災
、
病
虫
害
お

よ
び
鳥
獣
害
。

（
薬
害
な
ど
の
人
的
災
害
は
共
済
事
故
と

な
り
ま
せ
ん
）

③ 

立
札
の
設
置

　
損
害
評
価
野
帳
の
右
端
の
「
被
害
表
示

の
立
札
」
を
切
り
取
っ
て
、
評
価
日
の
前

日
ま
で
に
、
被
害
耕
地
の
入
り
口
や
道
路

側
な
ど
見
え
や
す
い
場
所
へ
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　
風
で
飛
ば
さ
れ
た
り
雨
に
濡
れ
た
り

し
な
い
よ
う
に
立
札
を
ビ

ニ
ー
ル
で
覆
う
な
ど
し
て
、

稲
穂
よ
り
も
高
く
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

　
損
害
評
価
後
、
立
札
に
調

査
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

〝
し
る
し
〞
を
し
ま
す
の

で
、
確
認
後
に
刈
り
取
り
し

て
く
だ
さ
い
。

　
被
害
申
告
さ
れ
た
耕
地
は
、

実
測
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
損
害
評
価
後
に
被
害
が
拡
大

し
た
場
合
は
、
再
度
評
価
し

ま
す
の
で
、
各
支
所
等
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

水
稲
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

水
稲
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す

被
害
申
告
の
ポ
イ
ン
ト

被
害
申
告
の
ポ
イ
ン
ト

※全相殺一般方式を選択されている方は組合へご相談ください。
※基準収穫量とは、いわゆる平年収量のことです。

被害申告の目安

加入方式と補償割合 被害割合（支払開始割合）

耕地ごとに基準収穫量の3割を超える減収
耕地ごとに基準収穫量の4割を超える減収
耕地ごとに基準収穫量の5割を超える減収
農家ごとの基準収穫量の2割を超える減収
農家ごとの基準収穫量の3割を超える減収
農家ごとの基準収穫量の4割を超える減収

一
筆
一
般
方
式

半
相
殺
一
般
方
式

７割補償

８割補償

７割補償

６割補償

６割補償

５割補償

立
札
の
設
置
例

入口

道　路

あぜ被害を受けた耕地

　侵
入
防
止
柵
の
管
理
不
足
や
肥
培
管
理
の

粗
放
ま
た
は
不
行
き
届
き
な
ど
、
共
済
事
故

以
外
の
原
因
に
よ
る
減
収
と
共
済
事
故
に
よ

る
減
収
と
を
分
け
て
評
価
す
る
こ
と
を
分
割

評
価
と
言
い
ま
す
。

　共
済
事
故
以
外
の
原
因
に
よ
る
減
収
量

は
、
減
収
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
で
、

適
正
か
つ
公
平
な
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
。

　悉
皆
調
査
時
に
分
割
評
価
の
適
用
が
必

要
と
さ
れ
た
耕
地
に
つ
い
て
は
、
左
表
の

内
容
に
よ
り
、
該
当
耕
地
ご
と
に
分
割
評

価
を
行
い
ま
す
。

　評
価
し
た
耕
地
の
基
準
収
穫
量
に
判
定
し

た
分
割
割
合
を
乗
じ
て
分
割
減
収
量
を
算
出

し
ま
す
。

※
分
割
評
価
基
準
の
判
定
内
容
は
、
「
広
島

　県 

水
稲
栽
培
基
準
」
に
準
じ
て
い
ま
す
。

　侵
入
防
止
柵
の
管
理
不
足
や
肥
培
管
理
の

粗
放
ま
た
は
不
行
き
届
き
な
ど
、
共
済
事
故

以
外
の
原
因
に
よ
る
減
収
と
共
済
事
故
に
よ

る
減
収
と
を
分
け
て
評
価
す
る
こ
と
を
分
割

評
価
と
言
い
ま
す
。

　共
済
事
故
以
外
の
原
因
に
よ
る
減
収
量

は
、
減
収
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
で
、

適
正
か
つ
公
平
な
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
。

　悉
皆
調
査
時
に
分
割
評
価
の
適
用
が
必

要
と
さ
れ
た
耕
地
に
つ
い
て
は
、
左
表
の

内
容
に
よ
り
、
該
当
耕
地
ご
と
に
分
割
評

価
を
行
い
ま
す
。

　評
価
し
た
耕
地
の
基
準
収
穫
量
に
判
定
し

た
分
割
割
合
を
乗
じ
て
分
割
減
収
量
を
算
出

し
ま
す
。

※
分
割
評
価
基
準
の
判
定
内
容
は
、
「
広
島

　県 

水
稲
栽
培
基
準
」
に
準
じ
て
い
ま
す
。

農
作
物
共
済
（
水
稲
）

分
割
評
価
に
つ
い
て

分割評価基準の概要
項　目 内　容

土壌管理

防除管理

排水管理

除草管理

種子消毒

適期移殖
施肥（堆肥含む）

病虫害防除

入排水管理が適切になされていない。
種子消毒を行っていない、または適正に行われていない。
防除がされていない、または適正に行われていない。
適期よりも１ケ月以上遅植え及び栽植密度も適切ではない。
施肥がされていない、または施肥量が適正ではない。
雑草により水稲の生育が阻害されている。

収穫を目的としてない。

肥培管理

鳥獣害対策

過失管理

通常行うべき侵入防止対策が実施されていない、
または対策が不適切で、被害が減少していない。

検見 検見により10a当たりの収穫量を見積る

実測 耕地ごとに刈り取り（基準は60株刈り）をし
て10a当たりの収穫量を見積る

※共済事故以外の原因による減収は、共済金の支払対象とならないた
　め、分割評価します（詳細は、下記の「分割評価について」に記載）。

2016  第9号

通し番号

被害表示の立札
農家が記入して被害耕地に立ててください。

地区名 ※ ヒガシク
※ 共済　太郎
※ ワカクサ  462-1
※ 1
※ 001
※ 10.5 a

※ ヒノヒカリ
※ 水稲

組合員氏名

耕 地 の
地名地番
耕地番号

分筆番号

引受面積

種類別

品種別



ご
加
入
例

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

05 04

N
O
S
A
I
事
業
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
先
は

最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
畜
共
済

削
蹄
助
成
金
交
付
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生
な

ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
通
知
が
な
い
場

合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
、
異
動
が
生
じ

た
牛
お
よ
び
死
亡
牛
の
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
申
請
期
限
】
平
成
29
年
2
月
28
日

※
使
わ
れ
て
い
る
資
材
、
設
置
年
月
な
ど
に

よ
り
、
補
償
額
や
掛
金
は
変
わ
り
ま
す
。

　
家
畜
共
済
一
般
損
害
防
止
事
業
の
一
環

と
し
て
、
家
畜
共
済
加
入
組
合
員
を
対
象

に
、
削
蹄
を
実
施
し
た
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
平
成
28
年
3
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
２

月
28
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
削
蹄

※
平
成
29
年
３
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
削
蹄
に
つ
い
て

は
、
翌
年
度
の
交
付
と
な
る
予
定
で
す
。

【
交
付
対
象
頭
数
】

新
規
加
入
者
：
加
入
時
の
引
受
頭
数
（
胎

　
　
　
　
　
　 

児
は
除
く
）
が
限
度

継
続
加
入
者
：
前
年
度
継
続
加
入
時
の
引

　
　
　
　
　
　
受
頭
数
（
胎
児
は
除
く
）

　
　
　
　
　
　
が
限
度

【
助
成
金
】
１
頭
当
た
り
５
０
０
円

※
一
組
合
員
20
万
円
を
限
度
（
た
だ
し
、

予
算
の
範
囲
内
）
と
し
ま
す
。

●
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
交
付
申
請
書

園
芸
施
設
共
済 

　
こ
れ
か
ら
台
風
の
接
近
・
襲
来
が
心
配

な
季
節
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
７
月
か
ら

８
月
に
台
風
11
号
、
15
号
の
強
風
に
よ
り

ビ
ニ
ー
ル
が
破
れ
、
パ
イ
プ
が
折
れ
曲
が

る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
園
芸
施
設
共
済
は
、
ガ
ラ
ス
室
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
な
ど

を
対
象
に
風
水
害
、
雪
害
、
ひ
ょ
う
害
な

ど
の
自
然
災
害
、
火
災
、
破
裂
、
車
両
の

衝
突
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
な
ど
幅
広
い
被

害
を
補
償
し
ま
す
。

　
施
設
本
体
と
併
せ
、
農
作
物
の
栽
培
に

使
用
さ
れ
て
い
る
暖
房
機
な
ど
の
附
帯
施

設
、
施
設
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
野
菜
・

花
き
な
ど
の
農
作
物
（
標
準
生
育
日
数
な

ど
が
設
定
さ
れ
た
も
の
）
、
損
壊
し
た
施

設
の
撤
去
費
用
、
施
設
を
再
建
ま
た
は
修

理
し
た
際
の
復
旧
費
用
に
係
る
補
償
に
も

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
備
え
て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
の
園
芸
施
設
共
済
へ
の
ご
加
入
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

台
風
シ
ー
ズ
ン

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
で

万
全
の
備
え
を

台
風
シ
ー
ズ
ン

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
で

万
全
の
備
え
を

台風により被害を受けたハウス

果
樹
共
済

　り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
な
し
、
う
ん
し
ゅ

う
み
か
ん
（
柑
橘
類
）
な
ど
に
自
然
災
害
、

鳥
獣
害
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、
収

穫
前
に
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　す
で
に
被
害
申
告
を
受
け
付
け
て
い
る

果
樹
も
あ
り
ま
す
。
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を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、

削
蹄
実
施
証
明
書
、
も
し
く
は
削
蹄
経

費
支
払
領
収
書
の
写
し
の
添
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
て
い
る
地
域
が

台
風
進
路
の
予
報
円
内
に
入
っ
た
時

点
で
、
新
規
の
加
入
申
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

※掛金には別途、賦課金が加算されます

単位：円掛金の目安

加
入
内
容

●間口：5ｍ　●奥行：40ｍ　
●設置面積：200㎡　●被覆材：PO 0.1㎜
 （設置後10年以上のハウス）
●施設内農作物：トマト

建
物
共
済

総合共済
臨時費用担保特約（無）

臨時費用担保特約（有）

１
棟
当
た
り
の
加
入
限
度
額

火
災
共
済
：
６
０
０
０
万
円

総
合
共
済
：
２
０
０
０
万
円

火
災
+
総
合
：
６
５
０
０
万
円

お
支
払
い
例

台
風
被
害
で
家
屋
な
ど
に

１
０
０
万
円
の
損
害
が
あ
っ
た
場
合

再建築価額2,000万円、総合共済の加入金額が1,000万円で加入割合80％未満の場合

臨時費用担保特約付きの場合

損害共済金

臨時費用共済金②
支払合計

支払共済金①

残存物取片付
費用共済金

（損害100万円－1万円）

損害共済金
49.5万円

損害共済金
支払共済金①

20％
臨時費用共済金②

損害共済金 残存物取片付費用共済金

495,000円＝

49,500円＝

544,500円＝

99,000円＝
643,500円＝

×

×

×
＋

＋

1,000（加入金額）
2,000（再建築価額）

10%
(実費を限度)

更に
プラス

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

●
ご
加
入
例
（
一
般
住
宅
）

加入金額 1,000万円

共済掛金 24,500円

加入金額 1,000万円

共済掛金 28,700円

　対
象
共
済
の
加
入
耕
地
へ
の
獣
害
対
策
と

し
て
、
捕
獲
柵
や
侵
入
防
止
施
設
を
新
た
に

購
入
・
設
置
し
た
場
合
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
（
た
だ
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
の

交
付
）
。

※
申
請
用
紙
は
支
所
等
に
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

損
害
防
止
事
業
助
成
金

申
請
に
つ
い
て

【
申
請
期
限
】

　・
農
作
物
共
済
…
平
成
28
年
10
月
末
日

　・
果
樹
共
済
…
…
平
成
29
年
1
月
末
日

　
台
風
や
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
の

事
故
は
、
総
合
共
済
で
補
償
し
ま
す
。
ま

た
、
N
O
S
A
I
の
建
物
共
済
は
、
火
災

共
済
と
総
合
共
済
を
組
み
合
わ
せ
て
も
ご
加

入
で
き
ま
す
。

※
共
済
金
を
お
支
払
い
す
る
際
に
、
損
害

共
済
金
の
20
％
（
１
棟
２
５
０
万
円
が

限
度
）
を
プ
ラ
ス
し
て
お
支
払
い
す
る

『
臨
時
費
用
担
保
特
約
』
を
つ
け
て
の

ご
加
入
も
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
台
風
の
進
路
に
よ
っ
て
は
暴
風
雨
を
伴

い
、
屋
根
な
ど
に
損
害
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
自
然
災
害
に
備
え
て
総
合

共
済
へ
の
ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※加入金額が満額の２，０００万円では、損害額に近い共済金のお支払いとなります。また、総合共済は１万円を超える損害からお支払いできます。

間口の目安
3.6～6m

共済金額（補償限度額）

本体・被覆材内　訳

305,000
4,796

219,000
4,594

46,000
38

72,000
1,420

642,000
10,848

4,796 4,594 38 0 9,428

施設内農作物 撤去費用 復旧費用 計

掛  金
農家負担

国庫負担

削蹄師による削蹄
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「
市
街
地
に
近
く

消
費
者
が
多
い
の

で
、
販
路
の
確
保
が

容
易
な
の
が
こ
の
地

域
で
の
農
業
の
強
み

の
一
つ
」
と
話
す
土

屋
智
樹
さ
ん
（
35
）

は
、
特
産
の
キ
ュ
ウ

リ
を
主
に
栽
培
し
て

い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
13

㌃
で
１
月
中
旬
か
ら
６

月
中
旬
ま
で
収
穫

し
、
県
内
の
市
場
の

ほ
か
、
福
山
市
内
の
ス
ー
パ
ー
の
産
直
市

3
カ
所
へ
ほ
ぼ
毎
日
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
後
継
者
不
足
や
生
産
者
の
高
齢
化
で

近
隣
の
キ
ュ
ウ
リ
農
家
は
３
戸
に
ま
で

減
少
す
る
中
、
土
屋
さ
ん
は
毎
年
約
30

㌧
を
出
荷
。
「
産
直
市
の
店
頭
で
『
い

つ
も
買
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
』

『
お
い
し
い
ね
』
と
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
時
は
、
そ
れ
だ
け
で
や
る
気
を

も
ら
え
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
祖
父
に
連
れ
ら
れ
畑

　市
役
所
の
産
業
振
興
部
地
域
営
農

課
に
勤
め
て
い
ま
す
。
農
業
を
す
る

た
め
に
必
要
な
農
地
の
利
用
手
続
き

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　農
繁
期
に
は
米
作
り
を
し
て
い
る

祖
父
母
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
野
菜
で
作
る
漬
物

や
料
理
は
と
っ
て
も
お
い
し
く
て
大

好
き
で
す
。

　新
し
い
も
の
が
好
き
で
、
学
生
時

代
は
東
京
や
韓
国
へ
観
光
に
行
き
ま

し
た
。
今
年
は
海
外
旅
行
を
し
て
、

見
た
こ
と
が
な
い
場
所
へ
行
き
た
い

で
す
ね
。

に
通
い
、
中
学
生
の
時
に
は
「
い
つ
か

農
業
を
や
り
た
い
」
と
話
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
庄
原
市
の
県

立
農
業
技
術
大
学
校
へ
進
学
。
卒
業
後

は
同
学
校
の
嘱
託
職
員
や
会
社
勤
め
を

経
験
し
た
後
、
2
0
0
6
年
に
就
農
し

ま
し
た
。

　
4
年
前
か
ら
は
、
キ
ュ
ウ
リ
の
な
い

時
期
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め
、
新
た

に
畑
を
借
り
て
露
地
野
菜
の
面
積
を
拡

大
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ダ
イ
コ
ン
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
年
間
10
種
類
ほ
ど
の

野
菜
を
手
掛
け
、
今
の
時
期
は
ナ
ス
を

10
㌃
露
地
栽
培
し
、
８
月
か
ら
10
月
末

ま
で
収
穫
し
ま
す
。

　
「
思
い
返
せ
ば
10
年
は
あ
っ
と
い
う

間
で
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
積
み
少
し
ず
つ
自

信
も
つ
い
て
き
た
」
と

土
屋
さ
ん
。
特
別
な
こ

と
を
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
土
壌
診

断
や
消
毒
、
施
肥
と

い
っ
た
土
作
り
、
接
ぎ

木
な
ど
基
本
の
仕
事
を

き
っ
ち
り
行
う
こ
と
で

安
定
し
た
成
果
を
出
し

て
い
ま
す
。

　
「
天
候
に
左
右
さ
れ

る
難
し
さ
は
あ
る
が
、
自
分
が
頑
張
っ

た
分
だ
け
返
っ
て
く
る
。
農
業
は
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
う
。
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
の
夢
な
の
で
、
長
く
続
け
て

い
き
た
い
」
と
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

地域の話題地域の話題

川
上 

美
凪
さ
ん
（
22
）

か
わ
か
み

み

な
ぎ

安
芸
高
田
市

地
域
の
特
産
を
守
る

福山市

「若手農業者の集まりで情報交換しながら長く農業を続けたい
です」と土屋さん

オ
ク
ラ
カ
レ
ー

　
オ
ク
ラ
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
原
産
で

エ
ジ
プ
ト
で
は
２
０
０
０
年
以
上
前

か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
に
は
幕
末
ご
ろ
伝
わ

り
、
１
９
７
０
年
ご
ろ
か
ら
本
格
的

に
普
及
。
「
ひ
ろ
し
ま
そ
だ
ち
」

（
広
島
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水

産
物
）
の
ひ
と
つ
に
丸
オ
ク
ラ
が
あ

り
ま
す
。

　
カ
ロ
テ
ン
を
多
く
含
む
緑
黄
色
野

菜
は
炒
め
る
・
揚
げ
る
・
焼
く
以
外

に
、
生
食
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
壊
さ
ず

吸
収
で
き
る
）
も
お
す
す
め
で
す
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

豚ミンチ
オクラ
トマト
ニンニク・ショウガ
タマネギ

120ｇ
10本

大1個
各ひとかけ

1/2個

1/2本
1個～

大さじ1
適量

2人分

赤唐辛子（小口切り）
カレールー
サラダ油
塩、しょうゆなど
ご飯

作り方

オ
ク
ラ

こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

オ
ク
ラ
一
口
メ
モ

　
食
欲
を
そ
そ
る
独
特
の
粘
り
成

分
は
、水
溶
性
食
物
繊
維
の
ペ
ク
チ

ン
と
複
合
タ
ン
パ
ク
質
の
ム
チ
ン

で
す
。ペ
ク
チ
ン
は
、血
中
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
し
血
圧
を
下
げ

る
働
き
が
あ
り
、ム
チ
ン
に
は
、胃

粘
膜
の
保
護
、タ
ン
パ
ク
質
の
消
化

促
進
、整
腸
の
働
き
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

室
谷 
靖
洋
さ
ん
（
74
）

世
羅
郡
世
羅
町

旬
の
野
菜
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

「ほかの野菜と一緒にすくすく育っていますよ」と室谷さん
オクラの花

む
ろ
た
に

や
す
ひ
ろ

　
５
年
ほ
ど
前
か
ら
オ
ク
ラ
を
約
５
㌃
栽
培
し
て
い
ま
す
。比

較
的
育
て
や
す
い
野
菜
で
す
が
、適
期
の
種
ま
き
と
、ア
ブ
ラ
ム

シ
な
ど
の
虫
が
付
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
気
を
付
け
て
い

ま
す
。町
内
に
あ
る
産
直
市「
甲
山
い
き
い
き
村
」を
通
し
て
、広

島
市
内
の
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
料
理
に

使
っ
て
、旬
の
夏
野
菜
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

❶オクラは、へたを取り斜め切り、ニンニク・ショウガはすり
おろし、タマネギはみじん切り、トマトはざく切りにする。

❷ニンニク、ショウガ、赤唐辛子、タマネギをサラダ油で炒
める。豚ミンチを加えて炒め、オクラも続けて炒める。

　＊カレー粉があれば、小さじ１入れて炒めると香りが引
　き立ち、より味が深まります。

❸ トマト、水１カップ、カレールーを加えて煮込む。
❹ 塩、しょうゆ（お好みソース、ケチャップ、りんごジュース

などをプラスしても美味）で味を調え、オクラが柔らか
くなったら出来上がり！ ご飯とよそっていただきます！

　＊カレールーは、好みで量を変えてください。
　＊野菜は、ナス、カボチャ、ズッキーニ、ニンジン、ジャガ
　イモなど好みで加えましょう。

今
回
の
食
材
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水
稲
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損
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が
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ま
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★
訓
三
さ
ん
へ

　お
互
い
牛
が
好
き
で
一
泊
の
旅
行
と
は

な
ら
な
い
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に

出
か
け
ま
し
ょ
う
。

★
克
江
さ
ん
へ

　お
互
い
元
気
で
い
る
こ
と
が
一
番
。

　こ
れ
か
ら
も
身
体
に
気
を
つ
け
て
。

水
稲 

６
ヘ
ク
タ
ー
ル

牧
草 

１
ヘ
ク
タ
ー
ル

栽
培
面
積

繁
殖
和
牛 

６
頭

飼
養
頭
数

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所

082-262-4711
082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107

名　　称 電話番号

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0824-66-3111

名　　称 電話番号NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

●
毎
週
水
曜
日
発
行

　年
間
購
読
料 

4
6
8
0
円

お
申
し
込
み
は
N
O
S
A
I
広
島
へ

庄
原
市
西
城
町
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

田
平 

訓
三
さ
ん
（
68
）

た

ひ
ら

く
ん
そ
う

　
　

 

克
江
さ
ん
（
67
）

か
つ

え

（
中
央
上
）兄
妹
で
呉
市
の
無
形
文
化
財「
音
戸
の
舟
歌
」を
習
っ
て
い
る
呉
市

音
戸
町
の
佐
藤
和
之
心
く
ん（
６
）と
、こ
う
め
ち
ゃ
ん（
４
）。昨
年

の
発
表
会
で
は
初
め
て
兄
妹
共
演
を
果
た
し
、大
き
な
声
で
練
習

の
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
優
し
い
、思
い
や
り
の
あ

る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」と
両
親
は
話
し
て
い
ま
す
。

（
中
央
下
）広
島
市
東
区
の
飯
田
和
浩
さ
ん（
34
）。両
親
と
共
に
ハ
ウ
ス
６
棟

と
露
地
で
、伝
統
野
菜「
矢
賀
ち
し
ゃ
」「
矢
賀
う
り
」の
ほ
か
、特
別

栽
培
認
定
の
コ
マ
ツ
ナ・ミ
ズ
ナ・ト
マ
ト・キ
ュ
ウ
リ
な
ど
少
量
多

品
目
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。「
広
島
矢
賀
地
区
の
伝
統
野
菜

を
作
り
、農
業
に
励
み
た
い
」と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。表
紙

写
真
は
、矢
賀
ち
し
ゃ
の
種
採
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
農
家
に
学
び
、
農
家
へ
返
す
」

を
基
本
と
す
る
農
業
共
済
新
聞
。

営
農
と
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

か
ず 

の 

し
ん

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、

Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
県
内
に
本
店

を
置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
８
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
の
解
答
欄
が
重
複
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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